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は
じ
め
に

　

静
岡
県
平
野
美
術
館
所
蔵
二
河
白
道
図
（
以
下
、
平
野
美
術
館
本
ま
た
は
本

図
と
略
す
）（
図
１
）
は
、
旧
「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
」
に

基
づ
き
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
存
在
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
論
考
も
発
表
さ
れ
て
い
な
い
（
註
一
）。
従
来
二

河
白
道
図
が
展
開
し
て
い
く
な
か
で
注
目
さ
れ
る
遺
品
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
短

く
評
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
（
註
二
）。

　

平
成
二
十
一
年
に
本
図
実
見
の
機
会
を
得
て
、
細
部
を
観
察
し
た
結
果
、
こ

れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
図
様
を
画
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
図
様
は
、
本
図
制
作
の
背
景
に
関
わ
る
何
ら
か
の
教
理
的
意
味
を
有

す
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
こ
の
平
野
美
術
館
本
を
取
り
上

げ
、
図
様
及
び
表
現
の
分
析
を
通
じ
て
、
本
図
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
物

語
を
語
り
出
し
て
い
る
の
か
を
読
み
解
く
と
と
も
に
、
本
図
の
特
質
及
び
そ
の

意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

一　

二
河
白
道
図
に
つ
い
て

　

ま
ず
二
河
白
道
図
の
概
要
及
び
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
仏
教
説
話
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。
二
河
白
道
図
は
、
中
国
初
唐
期
の
浄
土
教
思
想
家
、
善
導

（
六
一
三
〜
六
八
一
）
の
著
作
『
観
無
量
寿
経
疏
』（
以
下
、『
観
経
疏
』
と
略
す
）

巻
第
四
散
善
義
中
に
説
か
れ
る
「
二
河
譬
」
を
第
一
の
拠
所
と
し
て
描
か
れ
た

仏
教
説
話
画
で
あ
る
。
二
河
譬
は
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
「
一
の
譬
喩
を
説
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（図１）二河白道図
（全図）　平野美術館
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き
て
信
心
を
守
護
し
、
外
邪
異
見
の
難
を
防
が
ん
」
が
た
め
に
説
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ご
く
簡
潔
に
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
く
。

　

 　

西
方
浄
土
を
目
指
し
、
ひ
た
す
ら
歩
い
て
い
た
行
人
の
前
に
、
忽
然
と
し

て
二
つ
の
河
が
現
れ
る
。
ひ
と
つ
は
貪
欲
や
執
着
を
象
徴
し
た
水
の
河
で
あ

り
、
ま
た
ひ
と
つ
は
憎
悪
や
怒
り
を
表
し
た
火
の
河
で
あ
る
。
彼
岸
に
渡
る

に
は
、
こ
の
二
つ
の
河
に
挟
ま
れ
た
幅
四
、五
寸
の
白
い
道
を
行
く
し
か
な

い
が
、
炎
と
水
が
絶
え
ず
あ
ら
う
こ
の
道
を
歩
く
の
は
き
わ
め
て
危
険
で
あ

る
。
一
方
、
行
人
の
背
後
か
ら
は
、
猛
獣
や
毒
虫
が
襲
い
か
か
ら
ん
と
し
、

賊
ま
で
も
が
群
れ
を
な
し
て
追
い
か
け
て
く
る
。
こ
の
絶
対
絶
命
の
と
き
、

東
の
岸
よ
り
釈
迦
の
声
が
あ
り
、
ま
た
西
の
岸
か
ら
は
「
水
火
の
河
な
ど
お

そ
れ
ず
、
汝
一
心
正
念
に
し
て
、
こ
ち
ら
に
や
っ
て
来
な
さ
い
」
と
、
阿
弥

陀
の
よ
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。
行
人
が
白
道
に
足
を
か
け
始
め
る
と
、
東
岸
の

群
賊
が
背
後
か
ら
道
の
危
険
を
叫
ん
で
喚
び
戻
そ
う
と
す
る
が
、
行
人
は
そ

れ
に
は
応
じ
ず
、
一
心
に
白
道
の
上
に
歩
を
進
み
、
つ
い
に
西
岸
、
つ
ま
り

阿
弥
陀
の
極
楽
浄
土
に
た
ど
り
着
く
。（
註
三
）

　

こ
の
譬
喩
を
絵
画
化
し
た
も
の
が
二
河
白
道
図
で
あ
り
、
中
国
に
遺
例
は
見

当
た
ら
ず
、日
本
に
お
い
て
法
然（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
）や
親
鸞（
一
一
七
三

〜
一
二
六
三
）
が
そ
の
著
述
に
二
河
譬
を
引
用
し
て
以
後
、
作
画
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
中
世
期
に
遡
る
作
例
と
し
て
現
在
十
数
本
が

知
ら
れ
る
（
註
四
）。
現
存
の
最
も
古
い
遺
品
は
光
明
寺
本
と
さ
れ
、
そ
の
技
法
・

表
現
よ
り
一
三
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
の
作
と
さ
れ
る
。
光
明
寺
本
の
構
図
（
図

３
）
は
、
画
面
下
部
三
分
の
一
を
東
の
岸
の
娑
婆
世
界
、
上
部
三
分
の
一
を
西

の
岸
で
あ
る
極
楽
浄
土
に
当
て
、
中
央
に
水
と
火
の
二
河
を
青
と
赤
の
長
方
形

の
二
色
の
面
と
し
て
対
比
さ
せ
、
そ
の
二
河
の
中
間
に
白
一
線
の
白
道
を
垂
直

に
描
く
と
い
う
、抽
象
的
で
幾
何
学
的
な
構
図
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

善
導
の
『
観
経
疏
』
二
河
譬
の
文
中
に
浄
土
と
穢
土
、
水
と
火
の
河
が
東
西
南

北
の
方
位
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
光
明

寺
本
で
は
教
理
の
説
く
方
位
性
を
厳
格
に
あ
ら
わ
す
明
快
な
図
式
性
を
特
色
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
光
明
寺
本
の
構
図
法
が
二
河
譬
絵
画
化
に
と
っ
て
初

発
的
表
現
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
き
た
（
註
五
）。

　

中
世
期
に
成
立
し
た
二
河
白
道
図
は
お
お
む
ね
、
画
面
中
央
に
一
本
の
白
く

細
い
道
と
火
と
水
の
二
つ
の
渦
巻
く
河
の
場
面
を
表
し
、下
方
に
娑
婆
の
様
相
、

上
方
に
極
楽
浄
土
を
対
比
さ
せ
る
構
図
を
と
る
が
、
構
図
や
細
部
の
描
写
は
一

様
で
は
な
く
、
む
し
ろ
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
例
え

ば
、
極
楽
浄
土
の
構
図
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
み
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、
光
明

寺
本
、
香
雪
美
術
館
本
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
、
薬
師
寺
本
の
よ
う
に

正
面
構
図
に
描
く
も
の
や
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
（
図
４
）、
津
島
本
、
清
涼

寺
本
、
シ
ア
ト
ル
美
術
館
本
の
よ
う
に
斜
め
構
図
に
描
く
も
の
、
時
宗
系
で
制

作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
萬
福
寺
本
（
図
５
）
や
清
浄
光
寺
本
の
よ
う
に
浄
土

や
娑
婆
の
世
界
を
描
か
ず
、
二
河
白
道
の
場
面
の
み
を
描
き
、
阿
弥
陀
・
釈
迦
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の
二
尊
を
大
き
く
描
く
も
の
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
平
野
美
術
館
本
（
図
２
）

の
よ
う
に
浄
土
の
情
景
を
描
か
ず
阿
弥
陀
三
尊
聖
衆
来
迎
を
大
き
く
描
く
も
の

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

二　

現
状
と
従
来
の
研
究

　

平
野
美
術
館
本
は
森
口
淳
三
氏
旧
蔵
本
で
、
昭
和
の
中
頃
よ
り
平
野
家
の
所

有
と
な
り
、
現
在
は
平
野
素
芸
・
憲
両
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）に
創
設
さ
れ
た
財
団
法
人
平
野
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る（
註
六
）。

現
状
で
は
額
装
と
な
っ
て
い
る
が
、
掛
幅
形
式
の
絹
本
著
色
画
で
、
画
絹
一
副

で
成
り
、
法
量
は
縦
一
〇
八
・
五
㎝
、
横
三
九
・
五
㎝
で
あ
る
。
本
図
に
は
、
二

（図２）二河白道図（全図）
平野美術館　見取り図

（図４）同（全図）
奈良国立博物館　見取り図

（図 3）同（全図）
光明寺　見取り図

（図５）同（全図）
萬福寺　見取り図
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河
譬
中
に
言
及
の
な
い
図
様
が
多
く
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
画
面
上
方
に
極
楽

浄
土
の
様
相
を
描
か
ず
、
虚
空
に
大
き
く
阿
弥
陀
三
尊
聖
衆
来
迎
を
描
く
と
い

う
特
徴
的
な
図
様
を
も
つ
。
そ
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
、

ま
た
は
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

金
沢
弘
氏
（
註
一
②
）
は
、
萬
福
寺
本
及
び
清
浄
光
寺
本
を
「
二
河
白
道
遣
迎
二

尊
図
」
と
し
て
、
二
河
白
道
思
想
の
説
明
よ
り
は
遣
迎
二
尊
へ
の
礼
拝
性
を
強

調
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
こ
の
傾
向
が
さ
ら
に
進
み
礼
拝
画
に
推
移
し
た
も
の

と
し
て
雲
辺
寺
及
び
観
音
寺
の
遣
迎
二
尊
図
を
あ
げ
、
雲
辺
寺
本
に
つ
い
て
は

「
画
中
に
往
生
者
の
臥
す
家
屋
の
描
か
れ
る
こ
と
や
阿
弥
陀
に
多
く
の
菩
薩
が

随
伴
す
る
こ
と
か
ら
も
来
迎
図
へ
の
接
近
が
う
か
が
わ
れ
、
二
河
白
道
、
遣
迎

二
尊
、
阿
弥
陀
来
迎
の
相
関
関
係
を
示
し
て
い
る
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本

図
に
つ
い
て
も
二
河
白
道
と
阿
弥
陀
来
迎
を
描
い
た
図
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
二
河
白
道
図
、
遣
迎
二
尊
図
、
阿
弥
陀
来
迎
図
の
関
係
や
、
本
図
の
位
置

付
け
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
視
点
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
明
確
な
根
拠
に

つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
加
須
屋
誠
氏
（
註
一
④
）
は
、
二
河
譬
に
言
及
の
な
い
図
様
に
着
目
し
、

従
来
二
河
白
道
図
の
図
解
的
性
格
を
強
調
す
る
主
張
（
註
七
）
に
お
い
て
は
、
漠

然
と
他
の
絵
画
か
ら
図
様
が
流
入
し
た
も
の
と
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、
そ
う
し

た
事
物
が
二
河
白
道
図
中
で
教
理
的
背
景
を
踏
ま
え
た
な
ん
ら
か
の
意
味
を
有

す
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
検
討
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
画

面
を
装
飾
す
る
た
め
の
付
加
物
と
し
て
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
し
て
、

本
図
を
含
む
二
河
白
道
図
十
三
幅
に
つ
い
て
図
様
一
覧
を
作
成
し
た
う
え
で
、

そ
の
典
拠
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。
二
河
譬
文
中
に
は
、
説
話
の
主
人
公
で
あ
る

①
人
、
②
娑
婆
火
宅
（
東
岸
）、
③
極
楽
宝
国
（
西
岸
）、
④
水
河
（
北
）、
⑤

火
河
（
南
）、
⑥
白
道
、
⑦
群
賊
、
⑧
悪
獣
、
⑨
人
な
き
空
迵
の
澤
、
⑩
毒
蟲
、

⑪
発
遣
釈
迦
、
⑫
招
喚
阿
弥
陀
、
⑬
喚
び
廻
す
群
賊
、
⑭
善
友
、
⑮
浄
土
の
阿

弥
陀
仏
、
の
一
五
個
の
事
物
が
登
場
す
る
が
、
試
み
に
本
図
を
み
て
み
れ
ば
、

暴
れ
馬
や
化
生
等
と
い
っ
た
二
河
譬
文
中
に
言
及
の
な
さ
れ
て
い
な
い
図
様
が

多
数
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

加
須
屋
氏
は
暴
れ
馬
の
図
様
が
、
光
明
寺
本
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
、

シ
ア
ト
ル
美
術
館
本
、
本
図
、
計
四
遺
品
に
お
い
て
、
画
面
最
下
段
の
ほ
ぼ
同

じ
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』『
阿
毘
達

磨
大
毘
婆
沙
論
』『
大
般
涅
槃
経
（
北
本
）』
の
煩
悩
・
放
逸
の
心
を
暴
れ
馬
に

喩
え
た
三
例
の
経
句
を
あ
げ
（
註
八
）、
暴
れ
馬
の
図
様
に
つ
い
て
、「
現
世
に
住

み
煩
悩
に
囚
わ
れ
た
人
間
の
心
の
有
様
」
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の
だ
と
類
推

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
河
白
道
図
が
善
導
の
説
い
た
二
河
譬
を
単
に
図
解
的

に
示
す
も
の
で
は
な
く
、
下
地
と
し
て
あ
る
二
河
譬
の
上
に
、
経
説
を
踏
ま
え

た
伝
統
的
な
図
様
を
継
承
し
、
ま
た
時
代
的
な
思
想
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
多

量
の
情
報
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
加
須
屋
氏
の
研

究
は
、
二
河
白
道
図
に
描
か
れ
た
図
様
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
加
え
ら
れ
た

特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、本
図
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
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三　

図
様
上
の
特
徴

　

本
図
は
、
霞
に
よ
り
画
面
が
三
段
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
下
段
に
は
現
世
す

な
わ
ち
娑
婆
の
火
宅
の
様
相
を
、
中
段
に
二
河
及
び
白
道
を
垂
直
に
配
し
、
上

段
に
斜
め
構
図
の
阿
弥
陀
三
尊
聖
衆
来
迎
を
描
く
こ
と
で
全
体
の
構
成
を
な
し

て
い
る
。
ま
た
本
図
は
、
二
河
譬
の
言
説
に
沿
っ
て
下
端
か
ら
上
方
へ
と
蛇
行

的
に
視
点
を
移
行
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
図
が
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
掛

幅
形
式
の
祖
師
絵
伝
や
社
寺
縁
起
な
ど
、
時
間
的
継
起
を
表
現
す
る
絵
解
き
の

た
め
の
図
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
手
法
で
あ
り
、
他
の
二
河
白
道
図
に
お
い
て
も

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
本
図
を
他
の
諸
本
と
比
較
し
た
際
に
挙
げ
ら
れ
る
図
様
上
の
特
筆

す
べ
き
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
次
の
六
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

①
霞
に
よ
り
画
面
を
三
段
に
分
け
る
。

　

②
現
世
の
場
面
に
猿
と
暴
れ
馬
を
描
く
。

　

③ 

東
岸
と
二
河
の
境
に
岩
山
を
描
き
、
そ
こ
か
ら
歩
み
出
て
く
る
唐
装
束
、

僧
形
、
束
帯
姿
の
人
物
を
描
く
。

　

④ 

西
岸
の
極
楽
浄
土
の
具
体
的
描
写
が
な
く
、
虚
空
に
阿
弥
陀
三
尊
聖
衆
来

迎
を
大
き
く
描
く
。

　

⑤
浄
土
の
場
面
に
蓮
池
と
化
生
童
子
を
描
く
。

　

⑥
浄
土
の
場
面
に
金
色
の
橋
を
描
く
。

　

以
上
六
点
の
図
様
及
び
表
現
に
留
意
し
な
が
ら
、二
河
譬
の
言
説
に
沿
っ
て
、

本
図
の
画
面
下
方
か
ら
上
方
へ
向
か
っ
て
図
様
を
た
ど
る
こ
と
で
、
本
論
を
す

す
め
て
い
き
た
い
。

四　

図
様
と
表
現

　
（
一
）
現
世
の
様
相

　

娑
婆
の
火
宅

　

霞
で
分
け
ら
れ
た
三
段
の
う
ち
、
画
面
最
下
段
の
場
面
で
は
桜
が
花
を
開
き
、

柳
が
糸
を
垂
れ
、
人
々
が
邸
宅
内
で
詩
歌
管
弦
を
楽
し
む
現
世
の
春
の
情
景
が

や
ま
と
絵
風
に
描
か
れ
て
い
る
。
建
物
や
そ
の
設
え
、
人
々
の
装
束
な
ど
か
ら

こ
こ
に
は
貴
族
の
歓
楽
相
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
向
か
っ
て
左
下

の
邸
内
で
は
男
・
女
・
女
児
が
向
か
い
合
っ
て
座
り
、
男
が
酒
杯
を
持
っ
て
い

る
。
そ
の
斜
め
右
上
の
邸
内
で
は
、
補
絹
の
状
態
が
悪
く
確
認
し
難
い
が
、
食

事
を
と
る
男
女
、
廊
下
に
女
も
し
く
は
女
児
が
座
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
し
て
左
上
の
邸
内
で
は
、
男
女
三
人
が
管
弦
を
楽
し
む
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
河
譬
合
法
部
分
、「
東
岸
と
言
う
は
即
ち
此
の
娑
婆
の
火

宅
に
喩
ふ
る
な
り
」
に
対
応
し
た
場
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
（
註
九
）、
善
導

は
そ
の
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。

　

石
田
尚
豊
氏
は
、
光
明
寺
本
等
に
描
か
れ
る
左
右
の
火
宅
に
つ
い
て
、
右
を

武
家
の
諸
相
、
左
を
貴
族
の
諸
相
と
捉
え
、
こ
れ
を
公
武
の
歓
楽
相
を
描
出
し
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た
も
の
で
あ
る
と
す
る
解
釈
を
示
さ
れ
て
い
る
（
註
一
〇
）。
加
須
屋
氏
は
諸
本
に

描
か
れ
る
火
宅
に
つ
い
て
、『
法
華
経
』
譬
喩
品
に
火
宅
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
、
実
際
に
屋
根
の
破
れ
目
か
ら
紅
蓮
の
炎
が
燃
え
立
っ
て
い

る
図
様
も
確
認
で
き
る
作
例
も
あ
る
な
ど
、
娑
婆
の
火
宅
の
描
写
が
現
世
の
刹

那
性
を
穢
土
の
逆
説
的
表
象
で
図
様
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
東
京
国
立

博
物
館
本
餓
鬼
草
紙
に
連
な
る
伝
統
的
図
様
を
踏
ま
え
な
が
ら
当
時
の
風
俗
描

写
も
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
図
に
お
い
て
も
同
様
に
、『
法
華
経
』
の
火
宅
の
譬
喩
を
示
す
図
様
が
描

き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

暴
れ
馬
と
猿

　

画
面
下
段
右
隅
を
見
て
み
る
と
、
柳
桜
の
樹
の
下
に
轡
を
付
け
な
い
暴
れ
馬

の
姿
が
目
に
入
る
。
こ
れ
も
二
河
譬
中
に
は
な
い
要
素
で
あ
る
が
、
同
種
の
図

様
は
先
述
の
よ
う
に
、
光
明
寺
本
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
、
シ
ア
ト
ル

美
術
館
本
に
も
認
め
ら
れ
る
。
本
図
以
外
の
三
本
で
は
、
こ
の
馬
を
制
御
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
御
者
の
姿
も
描
か
れ
、
加
須
屋
氏
は
こ
の
暴
れ
馬
を
、
煩
悩
・

放
逸
の
心
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の
だ
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

そ
れ
で
は
、
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
暴
れ
馬
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
図
で
は
暴
れ
馬
は
、
他
の
三
本
と
異
な
り
、
単
独
で
描
か
れ
る
。
本
図
の

暴
れ
馬
の
寓
意
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
き
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
現
世
の
場
面

の
ほ
ぼ
中
央
、
柳
樹
上
に
描
か
れ
る
一
匹
の
猿
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
猿
の
存

在
は
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
見
調
査
の
際
に
確
認
し
た
も
の
で
、

管
見
の
限
り
で
は
本
図
の
他
に
猿
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド
美
術
館
本
（
註
一
一
）
と
シ
ア
ト
ル
美
術
館
本
（
註
一
二
）
が
知
ら
れ
る
。
猿
も

ま
た
、
二
河
譬
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
要
素
だ
が
、『
観
経
疏
』
巻
第
三
定
善

義
日
想
観
の
部
分
に
「
此
明
衆
生
散
動
。
識
劇
猨
猴
。
心
遍
六
塵
無
由
暫
息
。」

（
註
一
三
）
と
あ
り
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

心
の
欲
、
煩
悩
を
制
し
が
た
い
こ
と
を
猿
が
わ
め
き
さ
わ
ぐ
の
に
喩
え
て
い
う

「
心
猿
」「
六
窓
一
猿
」（
註
一
四
）
と
い
う
仏
教
教
理
的
寓
意
を
有
す
る
も
の
と
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
猿
は
『
観
経
疏
』
の
言
説
を
引

用
し
て
描
か
れ
た
図
様
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
識
劇
猨
猴
」
を
含
む
一
文
は
、
菩
提
流
支
（
？
〜
五
二
七
）
か
ら
『
観
無
量

寿
経
』（
以
下
、『
観
経
』
と
略
す
）
を
授
か
り
、
浄
土
教
を
中
観
思
想
で
体
系

付
け
た
曇
鸞
（
四
七
六
〜
五
四
二
）
の
『
略
論
安
樂
淨
土
義
』
や
、道
綽
（
五
六
二

〜
六
四
五
）
が
『
観
経
』
を
注
釈
し
た
『
安
樂
集
』
に
も
み
え
、
善
導
は
こ
れ

ら
の
著
述
に
取
材
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
曇
鸞
の
「
然
凡
夫
心
猶
野
馬
。
識
劇

猿
猴
。
馳
騁
六
塵
。
不
暫
停
息
。」（
註
一
五
）
及
び
道
綽
の
「
然
諸
凡
夫
心
如
野
馬
。

識
劇
猿
猴
。
馳
騁
六
塵
。
何
曾
停
息
。」（
註
一
六
）
と
い
う
、
馬
と
猿
の
語
を
含
む

一
文
は
「
意
馬
心
猿
」
と
も
言
わ
れ
、「
煩
悩
・
妄
念
が
盛
ん
に
動
い
て
、
心
の
中

の
静
ま
ら
な
い
さ
ま
を
、
奔
馬
・
野
猿
の
動
転
狂
騒
す
る
の
に
喩
え
て
い
う
」（
註

一
七
）
も
の
で
あ
る
。
ま
た
源
信
（
九
四
二
〜
一
〇
一
七
）
も
『
往
生
要
集
』
に

お
い
て
、
道
綽
の
『
安
樂
集
』
よ
り
「
心
如
野
馬
識
劇
猨
猴
。」
を
含
む
一
文
を
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引
用
し
て
お
り
（
註
一
八
）、
い
わ
ゆ
る
意
馬
心
猿
の
喩
え
が
浄
土
教
の
祖
師
た
ち

に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
、
繋
が
れ
た
猿

と
暴
れ
馬
の
図
様
の
典
拠
に
つ
い
て
、加
藤
善
朗
氏
（
註
一
⑦
、註
一
九
）
は
、『
観
経
疏
』

の
「
識
劇
猨
猴
」
を
あ
げ
て
、
荒
ぶ
る
馬
が
煩
悩
の
強
力
で
御
し
が
た
い
喩
え

と
し
て
導
入
さ
れ
、
片
時
も
休
ま
ず
転
々
す
る
意
識
に
繋
が
れ
た
猿
の
図
像
が

導
入
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
、
ま
た
曇
鸞
の
『
略
論
安
樂

淨
土
義
』
に
は
、『
観
経
疏
』
に
下
品
下
生
の
凡
夫
が
十
念
相
続
し
て
念
仏
往

生
す
る
と
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
設
問
す
る
部
分
に
お
い
て
、
善
導
の
二

河
譬
の
原
形
と
も
い
え
る
説
話
が
収
載
さ
れ
て
お
り
（
註
二
〇
）、
他
念
を
交
え
な

い
一
念
に
て
十
念
相
続
す
べ
し
、と
い
う
の
は「
然
凡
夫
心
猶
野
馬
。
識
劇
猿
猴
」

と
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
図
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
に
描
か
れ
て
い
る
暴
れ
馬
と
猿
の
図
様

は
い
わ
ゆ
る
意
馬
心
猿
を
図
様
化
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
シ

ア
ト
ル
美
術
館
本
に
描
か
れ
る
暴
れ
馬
と
猿
の
図
様
に
つ
い
て
も
同
様
の
解
釈

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
『
観
経
疏
』
に
「
識
劇
猨
猴
」
と
説
か
れ
る
前
後
の
経
句
を
み
れ
ば
、「
衆

生
の
煩
悩
・
放
逸
の
心
は
猿
よ
り
も
激
し
い
が
ゆ
え
に
、
塵
労
を
出
で
て
極
楽

浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
求
め
る
な
ら
ば
、
境
縁
を
離
れ
て
、
相
続
し
て
心
を
と

ど
め
る
べ
し
」（
註
二
一
）
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
場
面
は
、
第
一
義
に
は
二
河
譬
に
言
及
さ
れ
て
い
る

娑
婆
の
火
宅
の
様
相
を
、『
法
華
経
』
の
火
宅
の
譬
喩
を
借
り
て
図
様
化
し
た

も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
「
意
馬
心
猿
」
の
図
様
を
描
き
込
む
こ
と

で
、『
観
経
疏
』
の
正
宗
分
で
あ
る
定
善
義
の
第
一
日
想
観
の
経
句
を
象
徴
的
に

説
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

二
河
譬
に
は
行
人
が
西
へ
向
か
う
＝
浄
土
願
生
心
を
発
起
す
る
契
機
に
つ
い

て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
図
様
を
話
の
導
入
部
分
で
あ
る
現

世
の
場
面
に
引
用
す
る
こ
と
で
、
観
る
者
の
意
識
を
確
と
浄
土
の
方
向
へ
と
誘

発
す
る
機
能
を
担
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　
（
二
）
東
岸
の
ほ
と
り　

│
二
河
白
道
│

　

群
賊
悪
獣
毒
蟲

　

画
面
下
段
の
娑
婆
の
火
宅
の
場
面
か
ら
霞
を
隔
て
た
画
面
中
段
の
下
方
に

は
、
行
人
を
今
に
も
襲
わ
ん
と
す
る
群
賊
悪
獣
毒
蟲
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

本
図
で
は
、
群
賊
と
し
て
、
鉈
、
弓
矢
、
刀
を
携
え
る
三
人
の
武
士
の
姿
が
描

か
れ
、
悪
獣
毒
蟲
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
龍
、
蛇
、
百
足
、
獅
子
、
虎
を
描

き
込
ん
で
い
る
。
群
賊
悪
獣
に
つ
い
て
は
、
二
河
譬
に
、
行
人
を
害
す
る
煩
悩

の
象
徴
と
し
て
、「
群
賊
悪
獣
詐
り
親
し
む
と
言
ふ
は
、
即
ち
衆
生
の
六
根
六

識
六
塵
五
陰
四
大
に
喩
ふ
な
り
」
と
明
確
な
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
教
理
内

容
を
具
体
的
に
図
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
諸
本
の
群
賊
の
図
様
の
表

現
に
つ
い
て
、
加
須
屋
氏
（
註
一
④
）
は
、『
法
華
経
』
経
典
見
返
絵
と
の
相
似
に
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言
及
し
、
ま
た
悪
獣
毒
蟲
の
図
様
で
は
六
道
絵
作
品
中
の
畜
生
道
に
描
か
れ
た

動
物
の
図
様
を
借
り
て
い
る
と
す
る
な
ど
、
先
行
す
る
仏
画
の
伝
統
的
図
様
が

引
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
図
に
描
か
れ
る
群
賊
表
現
及
び
娑
婆
の
火
宅
場
面
に
描
か
れ
て
い
る
暴
れ

馬
の
図
様
に
は
、
鎌
倉
初
期
と
比
定
さ
れ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
前
九
年

合
戦
絵
巻
や
、
鎌
倉
中
葉
頃
の
作
と
み
ら
れ
る
東
京
国
立
博
物
館
本
前
九
年
合

戦
絵
巻
、
ま
た
鎌
倉
後
期
、
一
三
世
紀
末
に
接
す
る
時
期
の
作
と
推
量
さ
れ
て

い
る
平
治
物
語
絵
巻
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
に
比
叡
山
で
企
て
ら
れ
、
飛

騨
守
惟
久
の
筆
に
な
る
と
さ
れ
る
南
北
朝
時
代
の
作
で
あ
る
東
京
国
立
博
物
館

本
後
三
年
合
戦
絵
等
、
鎌
倉
期
の
戦
記
絵
巻
の
伝
統
に
連
な
る
も
の
が
看
取
さ

れ
る
。

　

釈
迦
如
来
と
行
人

　

死
を
怖
れ
て
行
人
は
西
に
向
か
う
。
す
る
と
、
忽
然
と
火
と
水
の
二
河
の
川

岸
に
至
る
。
こ
の
東
岸
の
ほ
と
り
に
至
る
場
面
に
お
い
て
は
じ
め
て
二
河
譬
の

主
人
公
で
あ
る
行
人
が
登
場
す
る
。こ
の
行
人
の
姿
は
異
時
同
図
法
に
よ
っ
て
、

白
道
上
、
画
面
上
段
の
浄
土
の
場
面
の
蓮
池
に
か
か
る
橋
の
上
の
計
三
箇
所
に

描
か
れ
る
。
行
人
は
僧
形
で
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
着
衣
の
表
現
か
ら
浄
土
門

の
僧
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
河
譬
に
は
、
や
が
て
行
人
が
白
道
を
渡
ら
ん
と
心
を
定
め
た
と
き
、
東
岸

よ
り
釈
迦
の
声
が
聞
こ
え
る
と
あ
り
、
本
図
で
は
そ
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
東
岸
の
ほ
と
り
に
行
人
と
対
面
す
る
よ
う
に
白
道
を
指
す
釈
迦
の
姿
が
描

か
れ
て
い
る
。本
図
の
釈
迦
は
僧
形
に
描
か
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、

同
種
の
表
現
は
光
明
寺
本
に
も
み
ら
れ
る
。

　

喚
び
廻
す
群
賊

　

東
岸
と
二
河
の
境
を
み
る
と
、
周
囲
よ
り
高
く
盛
り
上
が
っ
た
岩
山
の
よ
う

な
情
景
が
描
か
れ
、
そ
こ
か
ら
ま
さ
に
行
人
の
方
へ
向
か
わ
ん
と
歩
を
進
め
る

三
人
の
人
物
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
註
二
二
）。
実
見
の
結
果
、

水
河
の
岸
辺
に
は
「
唐
装
束
の
男
」、
火
河
の
岸
辺
に
は
扇
を
も
つ
「
旧
仏
教

の
僧
」、
そ
し
て
墨
線
で
描
か
れ
た
「
束
帯
姿
の
男
」
の
輪
郭
線
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
図
様
に
つ
い
て
は
、
二
河
譬
合
法
に
あ
る
「
群
賊

等
喚
び
廻
す
と
言
ふ
は
、
即
ち
別
解
別
行
悪
見
の
人
等
の
妄
り
に
見
解
を
説
き

て
迭
に
相
惑
乱
し
、
及
び
自
ら
の
罪
を
造
り
て
退
失
す
る
に
喩
ふ
る
な
り
。」

の
部
分
に
対
応
す
る
図
様
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

従
来
、
光
明
寺
本
に
お
い
て
火
河
の
ほ
と
り
に
描
か
れ
る
僧
形
は
、
渡
河
を

勧
め
る
高
僧
や
善
知
識
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
こ
れ
に
対
し
加
須
屋
氏
（
註
一
④
）
は
、
法
然
が
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
お

い
て
、「
一
切
の
別
解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
等
と
言
ふ
は
、
こ
れ
聖
道
門
の

解
行
学
見
を
指
す
な
り
。」
と
し
て
、
二
河
譬
の
喚
び
廻
す
群
賊
を
、
聖
道
門

の
僧
の
象
徴
で
あ
る
と
す
る
独
自
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
本
図
に
描
か
れ
る
「
旧
仏
教
の
僧
」
に
つ
い
て
も
聖
道
門
を
信
奉
す
る
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人
の
象
徴
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、「
唐
装
束
の
男
」「
束
帯
姿
の
男
」
の
図
様
の
も
つ
意
味
を
浄
土
教

系
諸
宗
派
の
祖
師
の
言
葉
の
な
か
に
求
め
る
と
き
、親
鸞
の
『
一
念
多
念
証
文
』

の
な
か
に
そ
の
見
解
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
の
な

か
で
二
河
譬
を
引
用
し
、『
愚
禿
鈔
』『
三
帖
和
讃
』
所
収
の
善
導
に
捧
げ
た
和

讃
で
も
二
河
譬
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
ど
、
二
河
譬
に
深
く
関
心
を
抱
い
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
は
「
異
学
・
別
解
の
人
」
に
つ
い
て
、

「
異
学
と
い
ふ
は
、
聖
道
・
外
道
に
お
も
む
き
て
、
余
行
を
修
し
、
余
仏
を
念
ず
、

吉
日
良
辰
を
え
ら
び
、
占
相
祭
祀
を
こ
の
む
も
の
な
り
、
こ
れ
は
外
道
な
り
、

こ
れ
ら
は
ひ
と
へ
に
自
力
を
た
の
む
も
の
な
り
。」「
別
解
は
念
仏
を
し
な
が
ら

他
力
を
た
の
ま
ぬ
な
り
。」（
註
二
三
）
と
説
い
て
お
り
、本
図
に
描
か
れ
て
い
る
「
唐

装
束
の
男
」「
束
帯
姿
の
男
」
の
図
様
を
、道
教
の
道
士
や
陰
陽
師
等
と
い
っ
た
、

他
力
往
生
で
は
な
く
、
自
力
を
た
の
む
人
を
象
徴
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
本
図
の
、
喚
び
廻
す
群
賊
の
背
景
に
描
か
れ
る
岩
山
の
図
様
の
典
拠
を

二
河
譬
の
言
説
に
求
め
る
な
ら
ば
、「
あ
る
い
は
行
く
こ
と
一
分
二
分
す
る
に
、

東
岸
の
群
賊
等
喚
び
て
言
は
く
、
仁
者
回
り
来
れ
。
此
の
道
嶮
悪
に
し
て
過
ぐ

る
こ
と
を
得
じ
、
必
ず
死
せ
ん
こ
と
は
疑
わ
ず
。
我
等
衆
べ
て
悪
心
を
持
て
も

て
相
向
ふ
こ
と
な
し
と
。」
の
部
分
を
忠
実
に
表
現
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
実
際
に
、
東
岸
沿
い
に
そ
び
え
る
岩
山
の
わ
ず
か
な
隙
間
か
ら
、
白
道

は
西
岸
に
向
か
っ
て
伸
び
て
お
り
、「
此
の
道
嶮
悪
に
し
て
過
ぐ
る
こ
と
を
得

じ
」
の
一
文
そ
の
ま
ま
の
情
景
が
図
様
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
河
白
道

　

二
河
白
道
の
場
面
に
は
、
合
掌
し
な
が
ら
白
道
を
一
心
不
乱
に
渡
っ
て
い
く

行
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
善
導
の
説
く
譬
喩
の
根
幹
を
な

す
部
分
で
あ
り
、
二
河
白
道
図
と
呼
ば
れ
る
仏
画
に
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
二
河

白
道
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
側
に
描
か
れ
る
水
河
は「
貪
愛
」

の
心
を
象
徴
し
、
左
側
に
描
か
れ
る
火
河
が
「
瞋
憎
」
の
心
を
象
徴
す
る
。
そ

し
て
二
河
の
中
央
に
白
一
線
で
描
か
れ
る
白
道
は
、「
貪
瞋
煩
悩
中
に
能
く
清

浄
な
る
願
往
生
心
」
を
象
徴
し
て
い
る
。
水
河
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
画
面
の

損
傷
が
激
し
く
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
白
道
に
打
ち

寄
せ
る
蕨
手
状
の
波
頭
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
火
河
の
描
写
は
、

東
京
国
立
博
物
館
本
地
獄
草
紙
中
の
雲
火
霧
や
聖
衆
来
迎
寺
本
六
道
絵
の
阿
鼻

地
獄
等
の
火
焔
表
現
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
躍
動
感
が
な
く

平
面
的
で
、
形
式
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

本
図
の
二
河
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
具
体
的
表
現
が
な
さ

れ
て
お
り
、
水
河
中
に
は
、「
貪
愛
」
を
象
徴
す
る
、
夫
婦
（
女
は
お
そ
ら
く

子
ど
も
を
抱
い
て
い
る
）
と
財
宝
が
描
か
れ
、
女
の
着
衣
や
財
宝
の
一
部
に
は

金
泥
で
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
火
河
中
に
は
「
瞋
憎
」
を
象
徴
す

る
も
の
と
し
て
、
二
人
の
男
が
互
い
に
差
し
違
え
て
血
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。こ
の
闘
争
の
様
相
は
光
明
寺
本
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
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そ
の
図
様
の
形
態
や
表
現
の
類
似
が
注
目
さ
れ
る
。

　
（
三
）
極
楽
浄
土

　

二
河
白
道
を
渡
り
き
っ
た
先
に
、
霞
を
隔
て
て
浄
土
の
場
面
が
描
か
れ
る
。

本
図
で
は
、
画
面
約
二
分
の
一
に
相
当
す
る
部
分
が
極
楽
浄
土
に
あ
て
ら
れ
て

い
る
。
一
般
的
な
二
河
白
道
図
で
は
、
浄
土
の
場
面
に
は
極
楽
宝
国
の
風
景
が

描
か
れ
る
が
、
本
図
で
は
上
方
約
四
分
の
三
に
虚
空
に
阿
弥
陀
三
尊
聖
衆
来
迎

を
大
き
く
描
き
込
み
、
下
方
約
四
分
の
一
に
蓮
池
を
描
く
と
い
う
特
色
あ
る
構

成
を
な
し
て
い
る
。

　

ま
ず
蓮
池
を
み
る
と
、
蓮
華
蓮
葉
、
開
敷
蓮
華
の
上
に
端
座
合
掌
す
る
化
生

童
子
が
三
人
、
蓮
池
に
か
か
る
金
色
の
橋
の
上
に
行
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
虚
空
と
蓮
池
の
さ
か
い
は
画
面
の
剥
落
が
激
し
く
判
然
と
し

な
い
が
、
開
敷
未
開
敷
の
蓮
華
合
計
二
十
三
本
、
う
ち
開
敷
蓮
華
中
三
本
に
化

生
童
子
が
座
し
て
い
る
。

　

次
に
、
蓮
池
上
の
虚
空
に
描
か
れ
て
い
る
阿
弥
陀
三
尊
聖
衆
来
迎
の
図
様
を

み
て
い
く
。

　

阿
弥
陀
如
来
は
、
蓮
台
を
持
つ
観
音
菩
薩
、
合
掌
す
る
勢
至
菩
薩
を
前
に
、

楽
奏
す
る
菩
薩
聖
衆
を
従
え
、
雲
上
に
立
ち
、
向
か
っ
て
左
上
方
よ
り
来
迎
す

る
と
い
う
、
知
恩
院
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
（
早
来
迎
）
に
類
似
し
た

形
式
で
描
か
れ
る
。
阿
弥
陀
や
菩
薩
聖
衆
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
特
色
で
あ
る
悉

皆
金
色
身
で
あ
ら
わ
さ
れ
、着
衣
は
切
金
細
工
を
行
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

斜
格
子
文
様
が
置
か
れ
る
。
本
図
の
切
金
に
は
、
全
体
的
に
太
く
ぼ
っ
て
り
と

し
た
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
阿
弥
陀
の
や
や
短
躯
な
姿
や
悉
皆
金
色
身
等
に
、

鎌
倉
後
期
以
降
の
特
色
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

本
図
の
阿
弥
陀
に
は
観
音
・
勢
至
を
含
む
二
十
七
の
聖
衆
が
随
従
し
て
お
り
、

上
方
に
は
十
三
の
化
仏
が
乗
雲
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
の
阿

弥
陀
聖
衆
来
迎
図
中
の
菩
薩
群
で
は
、
比
較
的
古
式
な
も
の
は
二
十
五
菩
薩
を

揃
え
な
い
も
の
が
多
く
、
観
音
・
勢
至
を
含
め
た
二
十
五
菩
薩
を
擁
す
る
も
の

は
鎌
倉
時
代
中
期
を
降
る
作
例
と
し
て
、
知
恩
院
本
、
新
知
恩
院
本
、
聖
衆
来

迎
寺
本
、
遍
明
院
本
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
本
図
の
よ
う
に
、

阿
弥
陀
三
尊
及
び
二
十
五
菩
薩
の
来
迎
が
描
か
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
雲
辺
寺

本
遣
迎
二
尊
図
、
浄
巌
院
本
、
小
童
寺
本
、
三
千
院
本
が
あ
げ
ら
れ
、
無
数
の

化
仏
を
描
き
込
む
も
の
と
し
て
大
蔵
寺
本
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
雲

辺
寺
本
が
い
く
ら
か
古
作
で
あ
る
と
さ
れ
る
以
外
は
、
そ
の
多
く
が
鎌
倉
末
期

か
ら
南
北
朝
を
経
て
室
町
期
の
作
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
註
二
四
）。 

　

ま
た
阿
弥
陀
の
頭
光
及
び
周
囲
に
放
射
さ
れ
る
光
芒
は
十
八
本
描
か
れ
、
そ

の
う
ち
の
一
本
を
、
蓮
池
の
上
に
か
か
る
金
色
の
橋
の
先
端
の
位
置
に
ま
で
長

く
伸
ば
す
。
二
河
譬
合
法
に
「
西
岸
の
上
に
人
あ
り
て
喚
ぶ
と
言
う
は
、
即
ち

弥
陀
の
願
意
に
喩
ふ
る
な
り
」
と
あ
り
、
本
図
の
阿
弥
陀
の
光
芒
が
十
八
本
を

示
す
こ
と
か
ら
、
念
仏
を
修
す
る
衆
生
は
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
説
く
弥

陀
の
四
十
八
願
の
う
ち
第
十
八
願
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
図
が
専
修
念
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仏
に
よ
る
阿
弥
陀
の
救
済
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
ま

た
、
聖
衆
の
な
か
に
比
丘
形
の
地
蔵
菩
薩
を
描
く
こ
と
か
ら
、
専
修
念
仏
の
救

済
の
完
全
性
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

二
河
白
道
図
に
は
、
二
河
を
渡
り
き
っ
た
先
、
西
岸
の
ほ
と
り
に
、
独
尊
三

尊
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
来
迎
形
式
の
阿
弥
陀
如
来
が
描
か
れ
て
い
る
作
例
が

多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
来
迎
の
阿
弥
陀
が
描
か
れ
る
思
想
的
根
拠
に
つ

い
て
、
加
須
屋
氏
（
註
一
④
）

は
、
二
河
譬
の
言
説
に
は
阿
弥
陀
が
来
迎
す
る
と
い

う
記
述
は
な
い
が
、そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、阿
弥
陀
の
来
迎
が
描
か
れ
る
の
は
、『
観

経
疏
』
玄
義
分
の
「
仰
ぎ
惟
れ
ば
釈
迦
は
此
の
方
よ
り
発
遣
し
、
弥
陀
は
即
ち

彼
の
国
よ
り
来
迎
し
た
も
ふ
。彼
に
喚
び
此
れ
に
遣
る
、豈
に
去
る
べ
け
ん
や
。」

（
註
二
五
）

に
依
拠
し
た
も
の
で
、
二
河
譬
は
、
こ
の
句
を
受
け
て
語
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
従
っ
て
二
河
白
道
図
中
の
阿
弥
陀
の
来
迎
は
『
観
経
疏
』
全
巻
を
通

観
し
た
教
理
理
解
の
上
に
た
ち
選
択
さ
れ
た
図
様
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
阿
弥
陀
は
釈
迦
如
来
と
一
具
と
な
り
、
二
河

白
道
図
中
で
遣
迎
二
尊
を
形
成
す
る
が
、
こ
れ
も
玄
義
分
の
先
の
一
説
及
び
二

河
譬
中
の
「
釈
迦
発
遣
」「
弥
陀
招
喚
」（
註
三
）

が
拠
所
と
な
る
。

　

極
楽
宝
国
の
風
景
を
描
か
ず
、
来
迎
の
阿
弥
陀
を
大
き
く
描
く
本
図
は
、
遣

迎
二
尊
の
思
想
が
高
ま
っ
て
い
く
な
か
で
創
出
さ
れ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で

き
、
こ
こ
で
改
め
て
雲
辺
寺
本
遣
迎
二
尊
図
と
の
阿
弥
陀
聖
衆
の
表
現
の
類
似

が
意
識
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
本
図
の
阿
弥
陀
が
来
迎
の
姿
で
描
か
れ
る
理
由
を
探
っ
て
み
る
と
、

『
観
経
疏
』
定
善
義
第
七
華
坐
観
に
「
弥
陀
、
空
に
在
し
ま
し
て
立
た
し
た
ま

ふ
は
、
た
だ
心
を
回
ら
し
正
念
に
し
て
わ
が
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
立

ち
ど
こ
ろ
に
す
な
は
ち
生
ず
る
こ
と
を
得
こ
と
を
明
か
す
。」（
註
二
六
）

と
あ
る
。

加
藤
氏
（
註
一
⑦
）

は
、
西
山
派
の
顕
意
道
教
（
一
二
三
九
〜
一
三
〇
四
）
に
よ
る

当
麻
曼
荼
羅
の
講
讃
書
で
あ
る『
曼
荼
羅
聞
書
』（
一
二
九
〇
〜
一
三
〇
四
成
立
）

巻
十
四
に
、
阿
弥
陀
を
観
仏
の
方
は
坐
像
で
あ
ら
わ
し
、
念
仏
三
昧
の
教
主
と

す
る
時
は
立
像
で
あ
ら
わ
す
と
あ
り
、
第
七
華
坐
観
に
現
れ
た
立
像
と
い
う
の

は
三
悪
火
坑
臨
々
欲
入
の
機
の
前
に
、
す
ぐ
さ
ま
立
ち
至
っ
て
救
う
形
を
顕
す

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
音
・
勢
至
及
び
奏
楽
菩
薩
や
化
仏
を
随
従
し
来
迎
す
る
阿
弥
陀
が

大
き
く
描
か
れ
る
虚
空
と
、
そ
の
下
方
に
具
象
的
な
蓮
池
を
描
く
と
い
う
、
一

見
不
自
然
な
表
現
に
も
感
じ
ら
れ
る
構
図
が
あ
え
て
採
用
さ
れ
た
教
理
的
背
景

を
経
句
の
な
か
に
求
め
る
な
ら
ば
、『
観
経
』
定
善
義
の
第
十
二
普
観
に
、

　

 　

当
に
自
心
を
起
こ
し
て
、
西
方
極
楽
世
界
に
生
じ
て
、
蓮
華
の
中
に
お
い

て
結
跏
趺
座
し
、
蓮
華
の
合
す
る
想
い
を
作
し
、
蓮
華
の
開
く
る
想
い
を
作

す
べ
し
。
蓮
華
開
く
る
時
、
五
百
色
の
光
あ
り
。
来
り
て
身
を
照
ら
す
。
眼

目
開
く
と
想
え
。
仏
菩
薩
の
虚
空
の
中
に
満
て
る
を
見
る
と
想
え
。
水
鳥
樹

林
及
び
諸
仏
の
所
出
の
音
声
、
皆
妙
法
を
演
ぶ
と
想
へ
。・
・
・
こ
の
事
を

見
る
を
無
量
寿
仏
の
極
楽
世
界
を
見
る
と
名
づ
く
。・
・
・
無
量
寿
仏
の
化

身
無
数
に
し
て
、
観
世
音
、
大
勢
至
と
と
も
に
、
常
に
こ
の
行
人
の
所
に
来
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至
し
た
ま
ふ
。（
註
二
七
）

と
あ
り
、
本
図
の
浄
土
の
場
面
が
こ
の
普
観
の
記
述
と
一
致
す
る
図
様
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
普
観
に
続
く
第
十
三
雑
想
観
（
註
二
八
）

に
は
、
池
水
上
の
阿
弥
陀
に

つ
い
て
、「
若
し
心
を
至
し
て
西
方
に
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ん
も
の
は
、
先
づ
当
に

一
つ
の
丈
六
の
像
、
池
水
の
上
に
在
す
を
観
ず
べ
し
。」
と
あ
り
、
虚
空
に
描

か
れ
る
悉
皆
金
色
身
の
阿
弥
陀
に
つ
い
て
も
、「
或
い
は[

阿
弥
陀
が]

大
身
を

現
じ
て
虚
空
の
中
に
満
ち
み
ち
」「
所
現
の
形
は
、
皆
真
金
色
な
り
。」
と
の
記

述
が
み
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
図
に
お
い
て
特
徴
的
な
浄
土
に
描
か
れ
る
図
様
及
び

表
現
は
、
専
修
念
仏
に
よ
る
阿
弥
陀
の
救
済
の
絶
対
性
を
具
体
的
に
説
示
す
る

た
め
に
、『
観
経
』『
観
経
疏
』
に
依
拠
し
た
図
様
が
選
択
的
に
取
り
込
ま
れ
構

成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

金
色
の
橋

　

最
後
に
こ
の
譬
喩
の
主
人
公
で
あ
る
行
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
、
白
道
の

延
長
線
上
、
蓮
池
上
に
か
か
る
金
色
の
橋
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

こ
の
金
色
の
橋
を
、
本
図
最
下
段
の
ほ
ぼ
中
央
に
娑
婆
の
景
物
と
し
て
描
か

れ
て
い
た
柳
樹
と
関
連
付
け
て
み
る
と
き
、
俄
に
宇
治
名
所
図
や
柳
橋
水
車
図

屏
風
の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
（
註
二
九
）。

　

一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
半
ば
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
る
宇
治
名
所
図
や
、

そ
れ
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
柳
橋
水
車
図
屏
風
に
は
、
斜
め
上
に
向
か
っ
て

橋
が
架
け
渡
さ
れ
、
橋
畔
、
画
面
手
前
に
柳
樹
を
配
す
る
と
い
う
構
図
で
描
か

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
柳
橋
水
車
図
屏
風
で
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
橋
は
金
で

表
出
さ
れ
て
い
る
。
橋
と
柳
、
橋
辺
の
柳
樹
の
景
は
、
日
本
に
お
い
て
は
、
特

に
山
城
国
宇
治
川
に
架
橋
さ
れ
た
宇
治
橋
に
比
定
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
例
え

ば
一
五
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
逸
翁
美
術
館
所

蔵
芦
引
絵
第
二
巻
に
お
い
て
は
、宇
治
橋
の
畔
の
景
に
柳
を
二
株
配
し
て
い
る
。

柳
橋
の
景
を
独
立
し
た
一
図
様
と
し
て
六
曲
一
双
の
屏
風
に
定
型
化
し
た
い
わ

ゆ
る
一
連
の
金
地
著
色
柳
橋
水
車
図
屏
風
の
画
題
は
、
古
代
か
ら
の
伝
統
を
有

す
る
宇
治
名
所
図
を
母
胎
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

以
前
よ
り
、
宇
治
平
等
院
を
望
ん
で
の
聖
俗
の
境
地
を
背
景
と
し
て
、
柳
橋

水
車
図
屏
風
を
浄
土
教
的
主
題
と
見
做
す
説
（
註
二
九
②
）

や
、
柳
橋
水
車
図
屏
風

の
金
色
の
橋
に
二
河
白
道
的
思
想
を
み
る
と
い
う
説
（
註
三
〇
）

が
示
唆
さ
れ
て
い

た
。
柳
橋
水
車
図
屏
風
に
表
さ
れ
た
橋
は
、
金
色
に
輝
く
浄
土
へ
と
誘
う
渡
彼

岸
の
橋
、
彼
岸
と
此
岸
を
結
ぶ
橋
で
あ
り
、
右
隻
右
上
に
描
か
れ
る
月
は
闇
を

照
ら
す
仏
光
、
水
車
は
仏
教
的
輪
廻
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特

別
な
意
味
を
有
す
る
橋
を
金
色
に
表
現
す
る
こ
と
は
文
学
上
で
も
よ
く
用
い
ら

れ
て
お
り
、
室
町
時
代
の
御
伽
草
子
『
富
士
の
人
穴
草
子
』
に
は
、
浄
土
へ
導

く
「
こ
が
ね
の
か
け
は
し
」（
註
三
一
）

の
描
写
が
あ
る
。

　

安
達
啓
子
氏
（
註
二
九
③
）

は
、「
佛
果
を
得
べ
き
が
た
め
ぞ
か
し
」
と
出
現
す
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る
宇
治
の
地
の
化
身
と
も
い
う
べ
き
柳
の
精
が
主
人
公
の
室
町
時
代
の
謡
曲

『
柳
』
に
は
、「
橋
の
上
下
又
は
平
等
院
の
柳
櫻
」
と
の
ワ
キ
僧
の
叙
景
が
み
ら

れ
、
宇
治
と
柳
の
関
係
に
は
歌
謡
を
媒
介
と
し
た
広
い
基
盤
層
を
暗
示
す
る
中

世
宇
治
に
対
す
る
共
同
的
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
の
一
端
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
図
の
浄
土
に
描
か
れ
る
金
色
の
橋
と
穢
土
に
描
か
れ
る
柳
樹
の
図
様
は
、

一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
半
ば
頃
に
形
成
さ
れ
た
中
世
の
宇
治
名
所
絵
か
ら
、

そ
の
後
一
六
世
紀
末
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
定
型
的
柳
橋
水
車
図
屏
風
が
形

成
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
二
河
譬
の
言
説
を
越
え
て
、
彼

岸
と
此
岸
を
つ
な
ぐ
思
想
的
な
意
味
で
の
境
界
性
を
有
す
る
金
色
の
橋
と
柳
樹

に
込
め
ら
れ
た
宇
治
の
地
の
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
と
を
重
ね
合
わ
せ
た
隠
喩
的
意

味
が
入
れ
籠
的
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
本
図
で

は
、
柳
樹
を
話
の
発
端
部
分
で
あ
る
現
世
の
娑
婆
の
場
面
に
描
く
こ
と
で
、
穢

土
か
ら
浄
土
へ
と
至
る
道
標
と
な
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五　

結 

│ 

平
野
美
術
館
本
の
特
質
と
意
義

　

本
論
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
紹
介
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
平
野
美
術
館
所

蔵
二
河
白
道
図
に
つ
い
て
、
図
様
と
表
現
及
び
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
基
礎
的
な

記
述
と
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
図
は
二
河
譬
を
主
文
脈
と
し
、
阿
弥

陀
三
尊
聖
衆
来
迎
を
描
く
こ
と
で
専
修
念
仏
に
よ
る
救
済
の
絶
対
性
を
強
調
す

る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
宇
治
名
所
図
や
柳
橋
水
車
図
屏
風
と
図
様
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
す
る
金
色
の
橋
と
柳
樹
を
描
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
学
的
あ
る

い
は
宗
教
的
彼
此
岸
性
が
託
さ
れ
て
き
た
宇
治
橋
の
隠
喩
的
意
味
を
二
河
譬
の

語
り
の
中
に
組
み
込
ん
だ
図
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

中
世
に
お
い
て
二
河
白
道
図
が
講
説
の
場
で
絵
解
き
の
対
象
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
註
一
④
⑥
、
註
一
⑦
）、
当
時
、
浄
土
宗
で
は
当

麻
曼
荼
羅
等
を
用
い
た
絵
解
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
二
河
白
道
図
も
ま
た
そ
の

よ
う
な
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
本
図
も
ま
た
、

二
河
譬
を
単
に
図
解
的
に
示
す
の
で
は
な
く
、
宗
教
的
意
味
を
伝
達
す
る
語
彙

を
も
つ
図
様
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
重
層
的
な
読
み
を
想
起
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
緻
密
で
多
様
な
図
様
及
び
表
現
か
ら
、
絵
解
き

に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
主
導
的
な
役
割
を
は
た
し
た
講

讃
者
の
意
図
や
、
聴
聞
衆
の
指
向
が
反
映
さ
れ
た
画
面
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
二
河
白
道
図
を
用
い
た
絵
解
き
が
人
々
に
広
く
享
受
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
、
二
河
譬
が
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
例
え
ば
、
室
町
時
代
初

期
に
成
立
し
た
世
阿
弥
の
謡
曲
『
舟
橋
』
や
戦
記
物
『
太
平
記
』
等
に
、「
二

河
白
道
」
の
文
言
が
教
理
的
文
脈
を
離
れ
て
比
喩
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
二
河
白
道
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
が
こ
の

頃
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
、
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
一
④
、
註
一
⑦
、

註
二
九
⑨
）。
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こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
本
図
と
宇
治
名
所
図
や
柳
橋
水
車
図
屏
風
の
関

係
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
柳
橋
水
車
図
屏
風
に
浄
土
思
想
が
暗
喩

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
は
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
が
、
実

際
に
そ
れ
ら
が
重
な
り
合
う
具
体
的
な
作
品
は
こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
宇
治
名
所
図
や
柳
橋
水
車
図
屏
風
と
本
図
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と

で
、
中
世
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
広
が
り
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
制
作
の
背
景

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い

て
も
本
図
の
存
在
は
、
今
後
注
目
に
値
す
る
史
料
と
な
り
得
る
に
違
い
な
い
。

　

な
お
、
本
図
に
は
、
僧
形
の
釈
迦
や
、
瞋
憎
を
象
徴
す
る
闘
争
す
る
二
人
の

男
な
ど
、
光
明
寺
本
と
の
図
様
及
び
表
現
の
類
似
が
み
ら
れ
、
浄
土
の
場
面
は

大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
此
岸
及
び
二
河
の
構
図
の
布
置
に
お
い
て
も
一
致
す

る
点
が
多
く
、
本
図
の
構
図
は
基
本
的
に
は
光
明
寺
本
の
よ
う
な
浄
土
を
正
面

構
図
に
描
く
系
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
二
河
白
道
図
諸
本
の
位
置
付
け
と
併
せ
て
、
今
後
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
本
図
の
阿
弥
陀
三
尊
聖
衆
来
迎
と
の
表
現
の
類
似
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
雲
辺
寺
本
遣
迎
二
尊
図
を
は
じ
め
と
し
た
遣
迎
二
尊
図
や
阿
弥

陀
来
迎
図
と
い
っ
た
作
品
と
の
相
関
関
係
、
あ
る
い
は
本
図
の
具
体
的
な
制
作

背
景
な
ど
、
本
論
で
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
問
題
も
残
っ
た
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
稿
を
改
め
論
じ
る
こ
と
と
し
、
ひ
と
ま
ず

こ
こ
に
本
論
を
終
え
た
い
。

註
　
（
一
）　

平
野
美
術
館
本
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
論
考
類
及
び
図
版
解
説
等
は
以
下
の

と
お
り
。
な
お
、【
】
内
は
提
示
さ
れ
た
制
作
年
代
。
①
岡
崎
譲
治
『
日
本
の
美

術　

浄
土
教
絵
画
』（
四
三
号
、
一
九
六
九
年
）、
②
金
沢
弘
「
二
河
白
道
図
」

（『
研
究
発
表
と
座
談
会　

浄
土
教
美
術
の
展
開
』
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財

団
助
成
研
究
報
告
書
、
一
号
、
一
九
七
五
年
）、【
南
北
朝
時
代
】、
③
石
上
善

應
「
二
河
白
道
図
の
唱
導
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
№
五
五
、八

号
、
一
九
九
〇
年
）、（「
念
仏
者
と
な
っ
た
も
の
が
臨
終
を
願
う
と
き
、「
来
迎
図
」

の
よ
う
な
形
を
と
る
の
を
善
し
と
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
二

河
白
道
図
」
が
後
に
な
る
に
従
っ
て
、「
二
十
五
菩
薩
聖
衆
来
迎
」
と
合
体
し
た

か
の
よ
う
な
「
二
河
白
道
図
」
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か
」
一
四
八
頁
）、
④
加
須
屋
誠
「
二
河
白
道
図
試
論
│
そ
の
教
理
的
背
景
と

図
様
構
成
の
問
題
」（『
美
術
史
』
一
二
七
冊
、一
九
九
〇
年
）、【
一
五
世
紀
】、（『
仏

教
説
話
画
の
構
造
と
機
能　

此
岸
と
彼
岸
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
三
年
に
再
収
）、
⑤
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
編
「
浄
土
教
の
世

界　

苦
悩
す
る
精
神
史
（
展
覧
会
図
録
）」（
一
九
九
二
年
）、【
鎌
倉
時
代
】、
⑥

加
須
屋
誠
「
愛
知
県
津
島
市
・
寶
池
清
丸
氏
所
蔵
二
河
白
道
図
に
つ
い
て
」（『
藝

術
論
究
』
第
二
○
編
、
一
九
九
三
年
）、【
一
四
世
紀
末
】、（「
愛
知
県
津
島
市
個

人
蔵
「
二
河
白
道
図
」
に
つ
い
て
」『
仏
教
説
話
画
の
構
造
と
機
能　

此
岸
と
彼

岸
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
に
再
収
）、
⑦
（
口

頭
発
表
レ
ジ
ュ
メ
）
加
藤
善
朗
「
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
〈
二
河
白
道
図
〉

の
成
立
に
つ
い
て
」（
日
本
宗
教
学
会
第
五
十
八
回
学
術
大
会
、
一
九
九
九
年
九

月
）、【
一
四
世
紀
】、（（
発
表
要
旨
）「
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
〈
二
河
白

道
図
〈
の
成
立
に
つ
い
て
」（
宗
教
研
究
、七
三
（
四
）（
三
二
三
）、二
〇
〇
〇
年
）

に
掲
載
）、
⑧
加
藤
善
朗
「
一
遍
に
お
け
る
二
河
白
道
図
│
絵
画
と
儀
礼
と
の
か

か
わ
り
」（『
密
教
図
像
』
密
教
図
像
学
会
、
第
一
九
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）、

【
一
四
世
紀
】。

　
（
二
）　

諸
例
を
個
別
に
取
り
上
げ
て
い
る
論
考
は
以
下
の
と
お
り
。
①
加
須
屋
誠
（
註

一
⑥
）「
愛
知
県
津
島
市
・
寶
池
清
丸
氏
所
蔵
二
河
白
道
図
に
つ
い
て
」、
②
安

嶋
紀
昭
「
萬
福
寺
所
蔵
二
河
白
道
図
に
つ
い
て
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
浄
土
宗

教
学
院
、
第
四
七
、四
八
号
、
二
〇
〇
三
年
）。
口
頭
発
表
に
、
③
加
藤
善
朗
（
註
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一
⑦
）
が
あ
る
。

　
　
　
　

二
河
白
道
図
に
つ
い
て
の
主
な
論
考
及
び
図
版
解
説
等
は
以
下
の
通
り
。（（
註

一
、二
）
で
挙
げ
た
も
の
は
除
く
）
①
成
田
俊
治
「
弥
陀
信
仰
と
六
道
絵
│
地

獄
変
か
ら
二
河
白
道
図
へ
の
展
開
│
」（『
佛
教
大
学
人
文
論
集
』
一
二
号
、

一
九
七
八
年
）、
②
山
折
哲
雄
「
光
明
と
白
道
│
「
来
迎
図
」
の
解
明
│
」（『
図

説
日
本
の
仏
教
三　

浄
土
教
』
新
潮
社
、
一
九
八
九
年
）、
③
濱
田
隆
「
山
越
阿

弥
陀
図
の
登
場
と
来
迎
図
の
終
焉
」（『
日
本
の
美
術　

来
迎
図
』
二
七
三
号
、

至
文
堂
、
一
九
八
九
年
）、
④
石
上
善
應
「
二
河
白
道
図
の
唱
導
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
五
五
、八
号
、
一
九
九
〇
年
）、
⑤
塩
竃
義
明
「
二
河

白
道
図
の
図
様
展
開
」（『
仏
教
文
化
研
究
』
浄
土
宗
教
學
院
、
三
六
、一
九
九
一

年
）、
⑥
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
教
説
話
の
美
術
』
思
文
閣
、
一
九
九
六
年
）、

⑦
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
東
洋
美
術
の
精
華
│
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
』（
一
九
九
八
年
）。

　
（
三
）　

善
導
『
観
経
疏
』
二
河
譬
及
び
合
法
の
原
文
を
紹
介
し
て
お
く
。

　
　
　
　
「
又
白
一
切
往
生
人
等
。
今
更
爲
行
者
説
一
譬
喩
守
護
信
心
。
以
防
外
邪
異
見

之
難
。
何
者
是
也
。
譬
如
有
人
欲
向
西
行
百
千
之
里
。
忽
然
中
路
見
有
二
河
。

一
是
火
河
在
南
。
二
是
水
河
在
北
。
二
河
各
闊
百
歩
。
各
深
無
底
。
南
北
無
邊
。

正
水
火
中
間
有
一
白
道
。
可
闊
四
五
寸
許
。
此
道
從
東
岸
至
西
岸
。
亦
長
百
歩
。

其
水
波
浪
交
過
濕
道
。
其
火
焔
亦
來
燒
道
。
水
火
相
交
常
無
休
息
。
此
人
既
至

空
曠
逈
處
。
更
無
人
物
。
多
有
群
賊
惡
獸
。
見
此
人
單
獨
。
競
來
欲
殺
此
人
。

怖
死
直
走
向
西
。
忽
然
見
此
大
河
。
即
自
念
言
。
此
河
南
北
不
見
邊
畔
。
中
間

見
一
白
道
。
極
是
狹
小
。
二
岸 

相
去
雖
近
。
何
由
可
行
。
今
日
定
死
不
疑
。
正

欲
到
迴
群
賊
惡
獸
漸
漸
來
逼
。
正
欲
南
北
避
走
惡
獸
毒
蟲
競
來
向
我
。
正
欲
向

西
尋
道
而
去
。
復
恐
墮
此
水
火
二
河
。
當
時
惶
怖
不
復
可
言
。
即
自
思
念
。
我

今
迴
亦
死
。
住
亦
死
。
去
亦
死
。
一
種
不
勉
死
者
。
我
寧
尋
此
道
向
前
而
去
。

既
有
此
道
。
必
應
可
度
。
作
此
念
時
。
東
岸
忽
聞
人
勸
聲
。
仁
者
。
但
決
定
尋

此
道
行
。
必
無
死
難
。
若
住
即
死
。
又
西
岸
上
有
人
喚
言
。
汝
一
心
正
念
直
來
。

我
能
護
汝
。
衆
不
畏
墮
於
水
火
之
難
。
此
人
既
聞
此
遣
彼
喚
。
即
自
正
當
身
心
。

決
定
尋
道
直
進
。
不
生
疑
怯
退
心
。
或
行
一
分
二
分
。
東
岸
群
賊
等
喚
言
。
仁

者
迴
來
。
此
道
嶮
惡
不
得
過
必
死
不
疑
。
我
等
衆
無
惡
心
相
向
。
此
人
雖
聞
喚
聲
。

亦
不
迴
顧
。
一
心
直
進
念
道
而
行
。
須
臾
即
到
西
岸
。
永
離
諸
難
。
善
友
相
見
。

慶
樂
無
已
。
此
是
喩
也
。
次
合
喩
者
。
言
東
岸
者
即
喩
此
娑
婆
之
火
宅
也
。
言

西
岸
者
即
喩
極
樂
寶
國
也
。
言
群
賊
惡
獸
詐
親
者
即
喩
衆
生
六
根
六
識
六
塵
五

陰
四
大
也
。
言
無
人
空
逈
澤
者
即
喩
常
隨
惡
友
不
値
眞
善
知
識
也
。
言
水
火
二

河
者
即
喩
衆
生
貪
愛
如
水
瞋
憎
如
火
也
。
言
中
間
白
道
四
五
寸
者
。
即
喩
衆
生

貪
瞋
煩
惱
中
能
生
清
淨
願
往
生
心
也
。
乃
由
貪
瞋
強
故
即
喩
如
水
火
。
善
心
微

故
。
喩
如
白
道
。
又
水
波
常
濕
道
者
。
即
喩
愛
心
常
起
。
能
染
汚
善
心
也
。
又

火
焔
常
燒
道
者
。即
喩
瞋
嫌
之
心
能
燒
功
徳
之
法
財
也
。言
人
行
道
上
直
向
西
者
。

即
喩
迴
諸
行
業
直
向
西
方
也
。
言
東
岸
聞
人
聲
勸
遣
尋
道
直
西
進
者
。
即
喩
釋

迦
已
滅
後
人
不
見
。
由
有
教
法
可
尋
。
即
喩
之
如
聲
也
。
言
或
行
一
分
二
分
群

賊
等
喚
迴
者
。
即
喩
別
解
別
行
惡
見
人
等
妄
説
見
解
迭
相
惑
亂
。
及
自
造
罪
退

失
也
。
言
西
岸
上
有
人
喚
者
。
即
喩
彌
陀
願
意
也
。
言
須
臾
到
西
岸
善
友
相
見

喜
者
。
即
喩
衆
生
久
沈
生
死
。
曠
劫
淪
迴
迷
倒
自
纒
。
無
由
解
脱
。
仰
蒙
釋
迦

發
遣
指
向
西
方
。
又
藉
彌
陀
悲
心
招
喚
。
今
信
順
二
尊
之
意
。
不
顧
水
火
二
河
。

念
念
無
遺
。乘
彼
願
力
之
道
。捨
命
已
後
得
生
彼
國
。與
佛
相
見
。慶
喜
何
極
也
。」

（
大
正
蔵
三
七
、二
七
二
ｃ
│
二
七
三
ｂ
（
№
一
七
五
三
））

　
（
四
）　

本
文
で
取
り
上
げ
た
二
河
白
道
図
諸
本
デ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
　
　

①
光
明
寺
本　

重
要
文
化
財　

絹
本
著
色　

縦
一
一
九
・
〇
×
横
六
一
・
五
㎝

　

鎌
倉
時
代
／
②
香
雪
美
術
館
本　

重
要
文
化
財　

絹
本
著
色　

縦
一
一
六
・
六

×
横
六
二
・
六
㎝
（
二
副
一
舗
）　

鎌
倉
時
代
／
③
奈
良
国
立
博
物
館
本　

重
要

文
化
財　

絹
本
著
色　

縦
七
〇
・
九
×
横
二
六
・
五
㎝　

鎌
倉
時
代
／
④
津
島
本

　

重
要
文
化
財　

絹
本
著
色　

縦
九
一
・
四
×
横
三
五
・
三
㎝　

鎌
倉
後
半
期　

一
三
世
紀
末
／
⑤
清
涼
寺
本　

絹
本
著
色　

縦
一
六
六
・
〇
×
横
六
六
・
九
㎝

　

鎌
倉
時
代
／
⑥
萬
福
寺
本　

重
要
文
化
財　

絹
本
著
色　

縦
八
四
・
一
×
横

三
九
・
六
㎝
（
描
表
装
を
含
む　

縦
一
一
〇
・
六
×
横
四
二
・
〇
㎝
）　

一
四
世

紀
初
頭
／
⑦
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本　

絹
本
著
色　

縦
一
一
五
・
九
×
横

五
〇
・
六
㎝　

一
三
〜
一
四
世
紀
／
⑧
シ
ア
ト
ル
美
術
館
本　

絹
本
著
色　

縦

八
二
・
三
×
横
三
九
・
八
㎝　

一
三
〜
一
四
世
紀
／
⑨
清
浄
光
寺
甲
本　

絹
本
著

色　

縦
一
一
四
・
〇
×
横
五
二
・
三
㎝　

南
北
朝
時
代
／
⑩
薬
師
寺
本　

絹
本
著

色　

縦
七
九
・
〇
×
横
三
八
・
六
㎝　

一
四
世
紀
。（
①
②
③
⑤
⑥
⑨
安
嶋
紀
昭（
註

二
②
）
参
照
。
④
⑦
加
須
屋
誠
（
註
一
⑥
）
参
照
。
⑧
「（
展
覧
会
図
録
）
シ
ア

ト
ル
美
術
館
蔵　

日
本
・
東
洋
美
術
名
品
展
│
美
し
き
ア
ジ
ア
の
玉
手
箱
」（
読
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売
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
参
照
。）

　
（
五
）　

石
田
尚
豊
「
浄
土
を
照
射
す
る
一
条
の
光
│
二
河
白
道
図
│
」（『
絵
画
の
発

見
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）、（
の
ち
改
題
し
、「
二
河
白
道
図
（
京
都
、
光
明

寺
蔵
）」（『
日
本
美
術
史
論
集
│
そ
の
構
造
的
把
握
│
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
八
八
年
二
月
）
に
最
収
）
参
照
。

　
（
六
）　

こ
れ
以
前
の
推
移
を
示
す
資
料
は
な
い
。

　
（
七
）　

金
沢
弘
（
註
一
②
）
参
照
。

　
（
八
）　

加
須
屋
誠
（
註
一
④
）「
象
の
鈎
無
く
馬
の
轡
勒
無
き
が
如
く
放
逸
に
し
て
制

せ
ず
。」（『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
大
正
蔵
七
、九
三
四
ｃ
（
№
五
六
八
））、「
煩

悩
は
轡
の
無
き
馬
の
自
在
に
奔
逸
す
る
が
如
し
。」（『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』

大
正
蔵
二
七
、九
六
六
ｃ
（
№
一
九
三
））、「
壮
色
の
停
ま
ざ
る
こ
と
猶
し
奔
馬

の
如
し
。」（『
大
般
涅
槃
経
（
北
本
）』
大
正
蔵
一
二
、四
九
八
ｃ
（
№
二
三
））。

　
（
九
）　

娑
婆
の
火
宅
の
様
相
は
、
光
明
寺
本
、
香
雪
美
術
館
本
、
津
島
本
、
ク
リ
ー

ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
、
シ
ア
ト
ル
美
術
館
本
等
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
一
〇
）　

石
田
尚
豊
（
前
掲
書
）
参
照
。

（
一
一
）　

一
九
九
九
年
九
月
の
日
本
宗
教
学
会
第
五
十
八
回
学
術
大
会
の
際
、
加
藤
善

朗
氏
（
註
一
⑦
）
に
よ
っ
て
繋
が
れ
た
猿
の
存
在
が
報
告
さ
れ
た
。

（
一
二
）　
「
シ
ア
ト
ル
美
術
館
蔵　

日
本
・
東
洋
美
術
名
品
展
」
の
白
原
由
起
子
氏
に
よ

る
図
版
解
説
に
お
い
て
、
家
屋
の
縁
先
や
木
の
幹
に
猿
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
一
三
）　

大
正
蔵
三
七
、二
六
一
ｂ
（
№
一
七
五
三
）

（
一
四
）　

中
村
元
『
佛
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
株
式
会
社
、
一
九
八
一
年
）
参
照
。 

（
一
五
）　

大
正
蔵
四
七
、三
ｃ
（
№.

一
九
五
七
）

（
一
六
）　

大
正
蔵
四
七
、一
一
ｂ
（
№
一
九
五
八
）

（
一
七
）　

中
村
元
（
前
掲
書
）
参
照
。

（
一
八
）　

大
正
蔵
八
四
、六
九
ｂ
（
№
二
六
八
二
）

（
一
九
）　

加
藤
善
朗
（
註
一
⑦
、
口
頭
発
表
レ
ジ
ュ
メ
）
参
照
。
加
藤
氏
は
、
良
忠
『
観

経
疏
散
善
義
伝
通
記
』
や
顕
意
道
教
『
観
経
疏
散
善
義
楷
定
記
』
と
い
う
披
講

の
な
か
で
、
意
馬
心
猿
の
喩
え
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
曇
鸞
の
著
に
言
及
し
て
い

る
こ
と
は
、
講
讃
の
な
か
で
も
こ
れ
ら
が
説
か
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
二
〇
）　

大
正
蔵
四
七
、三
ｃ
（
№
一
九
五
七
）

　
　
　
　
「
譬
如
有
人
。
空
曠
迴
處
値
遇
怨
賊
。
拔
刃
奮
勇
。
直
來
欲
殺
。
其
人
勁
走
視

渡
一
河
。
若
得
渡
河
。
首
領
可
全
。
爾
時
但
念
渡
河
方
便
。
我
至
河
岸
。
爲
著

衣
渡
。
爲
脱
衣
渡
。
若
著
衣
納
。
恐
不
得
過
。
若
脱
衣
納
。
恐
無
得
暇
。
但
有

此
念
更
無
他
縁
。
一
念
何
當
渡
河
。
即
是
一
念
。
如
是
不
雜
心
名
爲
十
念
相
續
。

行
者
亦
爾
。
念
阿
彌
陀
佛
。
如
彼
念
渡
。
逕
于
十
念
。
若
念
佛
名
字
。
若
念
佛

相
好
。
若
念
佛
光
明
。
若
念
佛
神
力
。
若
念
佛
功
徳
。
若
念
佛
智
慧
。
若
念
佛

本
願
。
無
他
心
間
雜
。
心
心
相
次
乃
至
十
念
。
名
爲
十
念
相
續
。
一
往
言
十
念

相
續
。
似
若
不
難
。
然
凡
夫
心
猶
野
馬
。
識
劇
猿
猴
。
馳
騁
六
塵
。
不
暫
停
息
。」

（
二
一
）　

大
正
蔵
三
七
、〇
二
六
一
ｂ
（
№
一
七
五
三
）

　
　
　
　
「
若
欲
等
出
塵
勞
。
求
生
佛
國
者
。
宜
須
勵
意
也
。
言
應
當
專
心
已
下
。
此
明

衆
生
散
動
。識
劇
猨
猴
。心
遍
六
塵
無
由
暫
息
。但
以
境
縁
非
一
。觸
目
起
貪
亂
想
。

安
心
三
昧
何
容
可
得
。
自
非
捨
縁
託
靜
。
相
續
注
心
。」

（
二
二
）　

加
須
屋
誠
（
註
一
④
）【
表
Ⅰ
│
２
】
参
照
。
平
野
美
術
館
本
の
東
岸
の
人
物

に
つ
い
て
、
喚
び
廻
す
群
賊
に
対
応
す
る
図
様
で
あ
る
と
し
、
僧
・
俗
体
の
男

の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
と
す
る
。

（
二
三
）　

大
正
蔵
八
三
、〇
六
九
七
ａ
（
№
二
六
五
七
）

（
二
四
）　
『
浄
土
教
絵
〈
日
本
の
美
術
〉』（
註
一
①
）、
金
沢
弘
（
註
一
②
）
参
照
。

（
二
五
）　

大
正
蔵
三
七
、〇
二
四
六
ｂ
（
№
一
七
五
三
）

（
二
六
）　

大
正
蔵
三
七
、〇
二
六
五
ｃ
（
№
一
七
五
三
）

（
二
七
）　

大
正
蔵
一
二
、〇
三
四
四
ｂ
（
№
〇
三
六
五
）

　
　
　
　
「
見
此
事
時
、
當
起
自
心
、
生
於
西
方　

極
楽
世
界
、
於
蓮
華
中
、
結
跏
趺
坐
、

作
蓮
華
合
想
、
作
蓮
華
開
想
。
蓮
華
開
時
、
有
五
百
色
光
。
來
照
身
想　

眼
目

開
想　

見
佛
菩
薩　

滿
虚
空
中
。
水
鳥
樹
林　

及
與
諸
佛　

所
出
音
聲
、
皆
演

妙
法
。
與
十
二
部
經
合
、
出
定
之
時
、
憶
持
不
失
。
見
此
事
已
、
名
見
無
量
壽

佛　

極
樂
世
界
。
是
爲
普
觀
想
、
名
第
十
二
觀
。
無
量
壽
佛
、
化
身
無
數
。
與

觀
世
音　

大
勢
至
、
常
來
至
此　

行
人
之
所
。」

　
　
　
　

ま
た
親
鸞
『
一
念
多
念
証
文
』
に
は
、
二
河
譬
に
言
及
す
る
部
分
に
、「
か
の

正
覚
の
華
に
化
生
し
て
大
般
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
か
し
む
る
を
む
ね
と
せ
し

む
べ
し
と
な
り
。」（
大
正
蔵
八
三
、〇
六
九
七
ａ
（
№
二
六
五
七
））
と
あ
り
、

二
河
の
な
か
の
白
道
す
な
わ
ち
本
願
の
は
た
ら
き
の
な
か
を
歩
い
て
い
く
な
ら
、
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必
ず
往
生
し
、
浄
土
の
さ
と
り
の
花
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
て

い
る
。

（
二
八
）　

大
正
蔵
一
二
、〇
三
四
四
ｂ
（
№
〇
三
六
五
）

（
二
九
）　

柳
橋
圖
屏
風
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
①
朝
日
美

砂
子
「
柳
橋
水
車
圖
屏
風
の
成
立
」（『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
三
、
名

古
屋
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
研
究
室
、
一
九
七
八
年
）、
②
古
田
紹

欽
「
柳
橋
圖
│
そ
の
宇
治
橋
圖
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
意
義
を
問
う
」（『
出
光

美
術
館
館
報
』
六
一
、一
九
八
八
年
）、
③
安
達
啓
子
「
二
種
の
柳
橋
圖
屏

風
」（『
國
華
』
一
一
三
五
、一
九
九
〇
年
）、
④
竹
内
（
朝
日
）
美
砂
子
「
柳

橋
水
車
圖
屏
風
│
新
出
本
の
紹
介
を
か
ね
て
│
（
上
）（
下
）」（『
國
華
』

一
一
三
八
・
一
一
三
九
、一
九
九
〇
年
）、
⑤
玉
蟲
敏
子
「「
柳
橋
水
車
図
」
と
「
宇

治
の
川
瀬
の
水
車
」　

歌
謡
と
風
流
と
の
屏
風
絵
の
交
響
」（『
日
本
文
芸
思
潮
論
』

桜
楓
社
、
一
九
九
一
年
）、
⑥
玉
蟲
敏
子
「
宇
治
の
黄
金
の
橋
、
屏
風
絵
と
〈
か

ざ
り
〉
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
の
美
学
』
一
八
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
）、

⑦
杉
原
篤
子
・
杉
原
た
く
哉「
柳
橋
図
屏
風
と
橋
姫
伝
承
」（『
古
美
術
』一
〇
四
号
、

一
九
九
二
年
）、
⑧
米
満
泉
「
柳
橋
水
車
図
屏
風
の
典
型
と
主
題
」（『
デ
ア
ル
テ
』

九
州
藝
術
学
会
、
一
七
、二
〇
〇
一
年
）
ま
た
橋
と
異
界
に
つ
い
て
は
、
⑨
西
山

克
『
聖
地
の
想
像
力
│
参
詣
曼
荼
羅
を
読
む
』
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
三
〇
）　

安
達
啓
子
（
註
二
九
③
）、
二
〇
頁
。「
昭
和
五
十
九
年
五
月
の
美
術
史
学
会

全
国
大
会
の
際
、
橋
の
形
や
金
色
の
表
出
に
つ
い
て
、
宗
教
的
影
響
の
可
能
性

を
示
さ
れ
た
。」

（
三
一
）　

玉
蟲
敏
子「
日
月
の
か
ざ
り
物
語
」（『
日
本
の
美
学
』一
四
、一
九
八
八
年
参
照
。

 

（
た
か
む
ら
・
け
い
こ
／
広
島
大
学
大
学
院 

博
士
課
程
）

【
付
記
】

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
調
査
を
快
諾
さ
れ
種
々
の
ご
便
宜
を
お
は
か
り
く

だ
さ
い
ま
し
た
平
野
美
術
館
、
同
学
芸
員
杉
山
知
太
郎
氏
、
山
村
真
智
子
氏
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


